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町民の動き
水防本舗徴禰及び事務分担表

未聞本部長く町長〉

処
す
る
た
め
、
さ
る
六
月
四
日
に
水
防

対
策
鴎
譲
会
が
開
催
さ
れ
水
蛎
本
部
の

鷲
没
び
水
陳
霧
分
担
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
河
川
の
危
険
箇
所

な
ど
堯
見
き
れ
た
班
会
は
す
み
や
か

に
役
掲
（
庶
務
課
苑
）
に
通
報
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
み
ん
な
の

力
で
水
雷
か
ら
遠
賀
町
を
守
り
ま
し
ょ

う。

わ
が
町
の
水
防
対
策

み
ん
な
で
災
害
を
防
ご
う

遠
賀
町
重
要
水
膀
区
域
表

「
災
害
は
忘
れ
た
頓
に
や
っ
て
来
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
私
た
ち

が
繍
感
す
る
－
基
で
あ
り
ま
す
。
遼
頚

町
は
東
に
遠
綾
川
を
控
え
中
央
に
西
川

が
通
り
、
そ
の
他
数
多
の
河
川
が
町
内

を
流
れ
て
お
り
、
一
た
び
舞
叩
姦
雨
に

見
舞
わ
れ
る
と
遼
賀
川
を
除
く
一
郭
の

河
川
で
氾
盤
す
る
所
が
あ
り
、
現
状
で

は
雨
期
に
備
え
て
必
ず
し
も
万
全
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
国
、
県
町
村
で
は
こ
こ

十
数
年
来
、
毎
年
陽
炎
対
策
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
山
林
の
濫
伐
、
鉱
答

に
よ
る
河
川
の
埋
没
等
地
理
的
条
件
に

伴
な
う
危
険
河
川
が
ま
だ
存
在
し
て
お

り
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、
万
一
の
災
聾
に
対

露
…
王
韓
，
薬

喬
露
ノ
・
善
愛
」
告
雄
常
雄

一
四
闇
M
型

質
一
㌔
∴
塞
－
収
入
災
－
し
I
I
－
一
字
二
宮

一
般
人
色

但
し
　
方
、
l
、
明
記
は
水
雷
苅
】
ト
中
は
　
－
　
‖
∵
′
－
丁

目
一
周
1
－
へ
の
畠
中
下
に
入
る
も
の
と
r
 
O



県肉豚飼養頭数と通年同月との対比

腐蝕葉頭数と価格の推移

一
－
豚
肉
の
価
格
は

堅
調
に
推
移

議
会
常
任
委
員
会
の
構
成
か
わ
る

福
岡
県
内
の
膜
飼
謎
頭
数
は
、
四
十

二
年
五
月
を
ピ
ー
ク
に
、
四
十
三
年
八

月
ま
で
別
図
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
急
カ
ー

フ
で
減
少
し
、
そ
の
後
上
井
に
握
じ
た

も
の
の
、
テ
ン
ポ
は
鮫
蝕
で
あ
る
。

四
十
四
年
二
月
の
飼
養
頭
数
は
別
表

に
か
か
け
た
よ
う
に
十
万
頭
に
達
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
年
両
月

よ
り
三
彩
少
い
九
七
珍
で
、
四
十
二
年

同
月
に
比
べ
る
と
二
〇
劣
も
少
い
八
〇

劣
に
す
ぎ
な
い
。
月
令
別
頭
数
を
み
る

と
、
六
ケ
月
米
綿
が
昨
年
よ
り
多
く
て

総
頭
数
が
少
な
い
か
ら
成
豚
が
か
な
り

少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ク
ラ
フ
に
示
し
た
よ
う
に
豚
の
価
格

は
異
常
に
高
騰
し
て
い
る
の
で
成
豚
の
　
　
洞
察
的
紫
は
旺
盛
で
あ
る
が
四
十
四

畿
鰯
駈
上
も
葦
皇
宮
0
0

ー
b
∴
∴
　
一
種
　
　
　
3
　
　
－
ツ
ー

五
月
九
日
招
集
の
第
三
国
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
本
町
議
会
常
任
委
員
会
の

委
員
榔
戌
が
左
記
の
と
お
り
か
わ
り
ま

した。一
、
総
務
財
政
委
員

◎
柴
田
　
涼

（
前
総
務
財
政
委
員
）

○
豊
沢
∴
鍵
一

（
緬
総
務
財
政
委
員
）

毛
利
　
盈

（
崩
総
務
財
要
覧
）

門
司
　
恕

（
前
民
生
文
教
来
貢
）

高
崎
。
亜
種

（
前
民
生
文
教
委
員
長
）

二
、
民
生
文
教
委
員

◎
松
井
　
沌

（
前
土
木
経
済
委
員
長
）

○
吉
田
　
英
雄

（
樹
土
木
海
業
議
）

灘
辺
　
好
一

（
郎
総
務
財
政
委
員
）

石
田
∴
∴
茂

（
前
民
生
文
教
委
員
）

証
広
　
新

（
前
土
木
経
済
委
員
）

三
、
土
木
経
済
委
員

◎
池
繍
　
庸
一

（
前
総
務
財
政
委
員
長
）

○
森
　
末
男

（
前
土
木
経
済
委
員
）

山
内
一
太
郎

（
前
民
生
文
教
委
員
）

舛
添
∴
義
光

（
前
土
木
経
済
委
鼠
）

安
部
　
i
蓉
繋

（
前
民
生
文
教
委
員
）

中
山
　
包
久

（
前
土
木
経
済
委
員
）

◎
委
員
長
、
○
剛
蚕
凪
長

役
場
職
員
人
事
異
動

ー
）
．
4
　
　
　
　
　
ク
ー
　
　
　
　
0

1

－

　

　

　

　

●

1

　

　

　

　

　

1

飼
発
薮
教
（
万
頼
）

売
り
急
ぎ
が
あ
っ
た
た
め
の
減
少
で
あ

ろう。手
取
り
用
め
す
豚
は
四
十
三
竺
一
月

か
ら
五
彩
増
加
し
て
お
り
、
穣
付
母
豚

の
増
加
を
み
つ
つ
あ
る
か
ら
今
後
の
子

豚
僕
達
は
上
向
く
も
の
と
推
測
さ
れ

る。

牢
一
⊥
二
月
の
屠
殺
頭
数
は
前
年
同
期

よ
り
一
〇
劣
少
い
。
そ
れ
で
例
年
で
あ

れ
は
価
格
が
軟
調
な
一
～
三
月
な
の
に

今
年
は
高
値
水
準
か
つ
づ
い
て
い
て
、

更
の
篤
嬰
期
に
な
る
と
か
な
り
の
高
価

を
よ
び
そ
う
で
あ
る
。

農
林
省
福
岡
統
計
調
査
呼
野
所

地
区
凋
瑳
官
∴
原
田
　
徹

五
月
十
五
日
付
で
遠
賀
町
役
場
職
員

の
一
部
に
左
記
の
と
お
り
人
頭
異
動
の

発
令
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
（
括
弧
内
は
異
動
前
）

（
庶
務
課
）
　
柴
田
　
昭
徳

経
済
課
経
済
係
長

（
議
会
霧
局
）
泉
原
　
照
子

収
入
役
姦
勅
務

（
経
済
課
）
　
添
田
　
正
聖

庶
務
課
勤
務

（
収
入
後
室
）
　
園
田
　
怜
子

庶
務
課
勤
務

（
住
民
課
）
　
半
田
　
窓
彰

赫
怒
藻
勤
務

（財務課）

庶
務
課
勤
務

（庶務課）

住
民
課
務

（庶務課）

住
民
課
勤
務

（住民課）

財
務
課
勤
務

（庶務陳）

経
済
課
勤
務

（住民課）

教
育
委
償
金
勤
務

（経済課）

鍍
金
詳
記

薬
　
正
茂

純
手
　
敏
子

廉
廉
∴
∴
滞

松
井
　
豊
彦

機
灘
　
相
子

安
永
∴
敦
子

畑
瀬
登
美
子



聞愛読受 　付及験 　期び手 �場　受 �受 験 日 �資 �謡募 

所　験 ��格 �目集 

：∴「 �福 岡 市 消 �∴ 七 �込来　萄　短　大 �消名 
を番∴後大学 含卒卒卒∴卒 �防音 黄塵 

日 �む紫 
ま五か　務 で自ら　課 �防 局“ �臼 �見 �只市 

∴∴： �北窓 �第脅 �（男日二月昭 学子ま十二和 �国 税家 裁 
九区 州 大 学 �：、 輪台 �歴で七日二 不に年か十 間生四ら四 

ら　　　　　内 ���）れ月間年 　だ一和四 �職員 

：∴： �佐福 ∴： �六 第星 次手 強九 旗日 �卒独二 以身十 上女四 牲才 �、 ス 万 国 ⊥ヽ∴ ま∴∴∴∴博号－ て �横言○手 �臼 �宋 鵬 �博 

京 築 �筑 �筑 �地 

後 �㌦章1 �区 

6 10月 �　6 9月 �　6 9月 �日 

時19 ！田 �時18・ （日 �時17 （日 

16　（ �16　（ �16，へ �時 

諒　木 �時　水 �時　火 

＿mJl重し �（久久 �田　園 �場 所 

（市布 �長留留 ・光栄 �IiI （‘市川 
大庭 部会 �太市市 部湘 �一役 木所市 

・館 �・防 �・第 

古小 身雪∴∠ゝ �鴫会 �宙Il 　A 
目し　千、 � �コミ 

・議 長室 �・重 松 �、J議 　窒 

永i 

国
民
年
金
の
納
め
ら
れ
な
い
方
は

保
険
料
免
除
手
続
き
を

募
　
集
　
案
　
内

ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の
お
話
し
は
、
こ
の

頃
で
は
あ
ま
り
輯
か
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
古
い
こ

の
民
話
に
は
、
な
に
か
子
供
の
頃
を
思

い
出
さ
せ
る
な
つ
か
し
い
教
訓
が
あ
り

ます。こ
の
頃
で
は
、
と
か
く
ウ
サ
ギ
の
よ

う
な
入
廷
が
流
行
し
て
い
る
よ
う
な
感

が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
お

考
え
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
人
生
は
あ

の
カ
メ
さ
ん
の
よ
う
に
、
審
実
に
一
歩

一
歩
進
ん
で
い
く
の
か
、
ほ
ん
と
う
だ

と
思
う
の
で
す
が
。

私
た
ち
の
老
後
を
守
り
、
不
慮
の
疎

放
か
ら
坐
活
を
守
る
国
民
年
金
も
い
わ

ば
カ
メ
さ
ん
の
生
き
方
と
同
じ
な
の
で

す
。
た
ゆ
ま
ず
休
ま
ず
、
毎
月
の
保
険

料
を
か
け
て
い
っ
て
こ
そ
あ
と
あ
と
の

生
活
が
明
る
く
楽
し
い
も
の
に
な
る
の

です。思
い
出
し
た
よ
う
に
掛
け
て
み
て
、

あ
と
は
休
ん
で
し
ま
っ
た
り
で
は
、
万

一
の
と
き
に
後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
が

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
だ
け
は
欠
か

さ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。
滞
納
が
亜
な
る

と
、
そ
れ
だ
け
負
担
が
ふ
え
る
わ
け
で

す
。
一
回
休
み
ま
す
と
、
次
の
回
か
ら

納
め
る
の
か
苦
痛
に
な
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の

た
と
え
が
、
こ
こ
で
も
生
き
て
い
る
わ

け
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
な
か
に
は
生

活
が
苦
し
く
て
、
な
か
な
か
納
め
づ
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
人
も
あ
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
人
の
た
め
に
は
、
保
険
料

を
免
除
す
る
仕
組
み
を
国
民
年
金
で
は

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
は
役
場

住
民
課
年
金
係
の
方
ま
で
申
し
出
て
免

除
の
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
の
生
活
を
守
る
た
め
に
／

巡
回
交
通
事
故
相
談

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
庶
務
課
に
聞
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験

願
書
受
付
六
月
二
日
⊥
ハ
月
二
十

七
日

申
し
込
先
　
水
巻
町
消
防
署

試
験
日
　
七
月
十
三
日
（
日
）

試
験
場
所
　
小
倉
区
中
井

九
州
工
繋
高
楼

受
験
料
　
甲
種
二
、
五
〇
〇
円

乙
種
i
一
、
0
0
0
円

「
こ
ど
も
を
健
全
に

育
て
ま
し
ょ
う
」

◎
少
年
を
有
害
な
環
境
か
ら

守
る
の
は
、
お
と
な
の
つ

と
め
で
す
。

1
家
庭
に
お
願
い

●
少
年
に
見
せ
て
は
い
け
な
い
惑
い

関
宮
や
、
ス
チ
ー
ル
写
実
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
刺
激
の
つ
よ
い
も
の

は
、
家
庭
内
か
ち
追
放
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
と
も
か
こ
の
よ
う

な
も
の
を
熊
し
て
持
っ
て
い
な
い

か
、
常
に
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

●
少
年
の
い
な
い
家
庭
も
、
み
ん
な

力
を
合
わ
せ
て
、
少
年
が
有
密
な

環
境
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、
ど
こ

の
こ
ど
も
に
も
「
愛
の
こ
と
ば
」

を
か
け
て
、
ひ
と
こ
と
猛
悪
し
ま

し
ょ
う
。

●
少
年
に
刺
激
壱
あ
た
え
る
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

2
有
答
図
番
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

有
普
図
歯
が
、
少
年
非
行
の
大
き
な

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

●
少
年
は
有
番
図
謡
を
「
読
ま
な

い」
●
お
と
な
は
、
少
年
に
有
零
図
書
を

「見せない」

一
覇
馨
は
、
少
年
に
有
害
図
非
を

「売らない」

な
と
の
運
動
を
推
進
い
た
し
ま
し
ょ

う。ま
ず
、
お
と
な
が
憩
い
図
辞
を
読
ま

な
い
よ
う
心
か
け
る
と
と
も
に
、
家
庭

や
職
域
に
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。



一七－－－－二二－

件件件件件件件

7
月
の
説
金

町
県
民
税
第
一
期

納
期
限
　
六
月
二
十
五
日

紬
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

一
、
町
民
税
の
税
率
引
き
下

げ地
方
税
負
担
の
現
状
に
か
ん
が
み
、

住
民
税
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
た
め
、

昨
年
に
引
続
き
町
民
税
の
税
率
を
引
き

下
げ
ま
し
た
。
（
標
準
税
率
の
二
二

倍
を
二
一
倍
に
）

二
、
固
定
資
産
税
軽
減
通
用

要
件
緩
和

新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

軽
減
雑
鎚
は
珊
和
四
十
四
鏡
二
月
盲

ま
で
に
新
築
し
た
も
の
に
適
用
さ
れ
て

い
た
も
の
を
昭
和
五
十
年
一
日
一
日
ま

で
に
新
築
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
こ
の

描
陵
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
又
当
該
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

説
の
軽
減
に
つ
い
て
の
適
用
琵
件
を
緩

和
す
る
た
め
醐
和
四
十
三
軍
一
月
一
日

以
降
に
新
築
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

床
面
稲
の
限
度
を
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
と
さ
れ
た
。

三
、
租
税
特
別
猶
書
法
（
土

地
税
制
的
係
）

1
、
個
人
の
土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
総

に
つ
い
て
は
、
分
競
課
税
が
時
限
的
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

2
、
こ
の
分
離
課
税
に
つ
い
て
、
長
期

間
所
有
の
土
地
進
物
等
の
譲
渡
所
得
に

関
し
て
は
分
院
比
例
課
税
と
さ
れ
比
例

税
率
が
二
年
ご
と
に
高
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
短
期
間
内
所
有
の
土
地
建
物
等
の

譲
渡
所
紺
に
つ
い
て
は
分
艇
高
率
詳
説

と
さ
れ
ま
す
。
（
最
低
税
率
は
四
〇

圏

3
、
長
期
間
所
有
の
土
地
建
物
の
譲
渡

所
得
か
ら
は
一
〇
〇
万
円
の
特
別
趣
除

を
行
っ
て
比
例
襲
茅
通
用
し
ま
す
が

収
用
等
そ
っ
け
た
域
合
そ
の
他
特
定
の

譲
渡
の
場
合
に
は
一
、
二
〇
〇
万
円
、

一
、
0
0
0
万
円
、
六
〇
〇
万
円
、
三

〇
〇
万
円
の
特
別
控
除
が
う
け
ら
れ
ま

す
。
以
上
の
特
別
控
除
は
短
期
間
所
有

の
土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
か
ら
も
撞

除
で
き
ま
す
。

4
、
開
塾
千
七
年
以
前
か
ら
引
き
続

き
所
有
し
て
い
る
土
地
建
物
等
の
取
得

鞭
は
分
離
比
例
課
税
の
適
用
上
、
譲
渡

収
入
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
と

さ
れ
ま
す
。

5
、
個
人
の
居
住
用
財
産
取
得
の
た
め

の
貰
換
制
度
は
分
艦
課
税
の
導
入
等
に

と
も
な
い
廃
止
さ
れ
ま
す
。

6
、
億
人
の
恕
薬
用
黄
塵
の
賢
換
制
度

は
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
の

期
限
到
来
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
分
離
課

税
の
適
用
上
は
、
新
た
に
土
地
政
策
な

い
し
国
土
政
策
に
演
す
る
観
点
か
ら

「
特
定
の
薬
用
資
産
の
賢
喚
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

1
、
収
用
等
を
う
け
た
掛
合
の
特
例
の

う
ち
四
分
の
一
課
説
の
特
例
（
個
人
の

場
合
）
は
魔
止
さ
れ
、
法
人
に
つ
い
て

の
二
分
の
一
課
税
の
特
例
も
昭
和
四
十

五
年
一
月
一
日
以
韓
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
焼
直
さ
れ
ま
す
。

8
、
個
人
に
つ
い
て
の
分
離
課
税
は
昭

和
四
十
五
年
分
の
護
所
縁
に
対
す
る

所
得
税
か
ら
と
ぎ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
四
十
四
年
分
の
所
懇
親
に
つ
い
て
は
　
税
法
上
の
魁
定
の
読
み
替
え
が
行
わ
れ

経
過
的
に
分
離
課
税
と
従
来
の
総
会
探
∴
ま
す
。

税
と
の
い
ず
れ
か
毛
納
税
者
か
選
択
で
　
1
0
、
以
上
の
国
税
に
お
い
て
譲
渡
新
鶴

き
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
に
対
す
る
課
税
の
特
別
窪
が
設
け
ら

9
、
分
艦
課
税
の
導
入
に
伴
い
他
の
斬
　
れ
た
の
に
対
し
地
方
税
に
つ
い
て
も
同

得
と
の
損
益
通
第
や
雑
捌
控
除
な
い
し
　
横
な
特
別
雑
姐
が
誰
せ
ら
れ
ま
し
た
。

義
礎
控
除
等
の
適
用
率
に
閲
し
、
所
得

0
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り
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Ⅵ

〈

〝

リ

∴
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Ⅵ
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O
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＼

1

日

i

「
ま
む
し
血
清
供
給
所
」

混
　
　
　
　
　
　
　
　
声
原
町
瀬
戸
薬
局
　
瀬
戸
政
広

申
闇
市
寛
紫
篇
∵
窯
綻
二
郎

電
霧
等
二
五
馬
〇
〇
七
一

母
語
番
号
　
二
三
局8五
五

水
港
町
臼
炭
中
央
病
院
吉
永
寅
男
　
岡
垣
町
門
司
薬
局

箋
器
量
ハ
九
塙
　
　
　
　
　
　
電
話
聾
弓

〇
七
三
一

遼
孜
町
土
師
薬
局
　
土
師
政
人
　
も
し
、
ま
む
し
に
噛
ま
れ
た
堵
合
は

重
要
葛
　
　
　
　
　
早
く
血
椰
供
給
所
で
購
入
し
妓
務
の
匪

遼
頚
川
局
　
四
八
　
療
機
関
で
手
当
を
し
て
下
さ
い
。

法
律
人
権
相
談
状
況

去
る
五
月
二
十
三
日
本
町
公
民
館
に

於
て
開
設
さ
れ
た
法
律
、
人
権
相
談
所

に
左
記
相
談
部
項
が
、
解
決
又
は
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
相
談
は

轟
の
お
役
に
立
て
る
た
め
徳
年
寄
っ

て
い
ま
す
の
で
気
が
る
に
利
用
し
て
下

さ
い
。
絢
、
次
期
相
談
日
は
十
二
月
中

に
開
く
予
定
で
す
。

家
属
建
築
問
題

土
地
境
界
ク

農
地
∴
∴
ク

相
続
∴
∴
ク

諸
手
練
租
ク

扶
婆
∴
∴
ク

計

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
禰
祉
協
議
会

に
細
密
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

酷
上
を
僻
っ
て
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き

ます。一
金
一
封

故
谷
口
　
義
夫
棟
∴
誇
兜
返
し

遊
資
川
　
谷
□
　
純
子
殿

故
仲
　
シ
ツ
ヨ
様
∴
詩
興
返
し

浅
水
　
伸
　
礼
子
酸

敗
右
膝
蕃
演
壇
様
∴
詩
興
返
し

虫
生
練
　
石
松
マ
サ
子
踵

放
縦
手
一
繋
　
辞
典
返
し

虫
生
羅
∴
純
子
　
璃
詞
殿

休
猟
区
の
設
定
に
つ
い
て

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法
律

第
9
条
の
規
定
に
よ
り
左
記
の
と
お
り

休
猟
区
を
設
定
す
る
。

一
、
名
称
　
遼
賀
北
都
休
猟
区

一
、
存
続
期
間
目
脂
和
4
4
年
6
月
3
日

至
昭
和
4
7
年
6
月
2
日

一
、
区
域
　
遠
賀
郡
の
う
ち
国
道
3
号

線
か
ら
以
北
の
区
域

輸
、
遼
誼
郡
、
串
間
市
の
う
ち
国
道

3
号
線
以
繭
も
、
昭
和
製
革
1
0
月
3
1
日

ま
で
連
接
南
部
休
猟
厚
と
し
て
設
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。


